
実施内容 目標値 実績値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 事業目的 対象者 指標式名 H28年度 H28年度 H28年度 H29年度 H28年度

1
少子化対応
推進事業

【重点課題せ】
離乳食講座と
実習

幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー

月齢や発育・発達状態に合
わせた離乳食の段階や調理
方法の指導、旬の食材を
使った離乳食作りと試食体
験

月齢や発育・発達状態に合わせた
離乳食の確実なステップや調理方
法の指導より、食事の基礎を作る。
また、情報交換や相談の場の提供
により安定した生活を図る。
※また、食品ロスについても啓発を
行い、理解を深める

・妊産婦
・乳児の保護者

参加者数

●開催回数10回
●内容：５～６か月頃と７～８か月頃、９～
１１か月頃、１２～１８か月頃の離乳食の講
話と実習（各５回）
●開催場所：中央保健福祉センター
●対象：妊産婦及び乳児保護者　各２０名

200人  　　206人 200人 103.0%

2

男女共同参
画推進啓発
事業

【重点課題せ】
親子クッキング

人
権
男
女
共
同
参
画

課
身近な食材を利用しながら、
栄養バランスの取れた料理
を作る親子料理体験

親子での料理体験を通じ、家
庭での男女平等教育、男女共
同参画の推進、食育の推進を
図る。
※また、食品ロスについても啓
発を行い、理解を深める

・子ども
・保護者

参加者数

●開催日：①9月25日（日）②3月26日
（日）
●開催場所：①②男女共同参画推進
センター「スピカ」調理実習室
●内容①「父と子ピザ作り」24人②「父
と子ケーキ作り」18人

48人 42人 48人 87.5%

3
幼児教育セ
ンター運営
費

【重点課題せ】
親子クッキング

幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー

幼児向けのおやつを作る親
子料理体験

親子料理体験をとおして親と子
がふれあい、また、子どものころ
から「食」への関心を高める。
※また、食品ロスについても啓
発を行い、理解を深める

・児童
（就学前）
・保護者

料理体験の
満足度

●開催日　①7月28日　　②7月29日
●献立：豆腐のミニキッシュ、手作りソー
セージ
●開催場所：幼児教育センター
●対象：３歳～未就学児とその保護者
各１０組

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

4

幼児教育セ
ンター運営
費

【重点課題せ】
幼児食調理講
習会

幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー

調理講習会の開催
（子ども向けのメニューや、調
理方法などを学ぶ）

大人自らが食生活を見直し、食をとおし
て子育ての楽しさや大切さを感じとる。
食を楽しむ機会をとおして子どもの「食
育」について関心を高める。
※また、食品ロスについても啓発を行
い、理解を深める

・就学前児童の
保護者

調理講習
会参加者の
満足度

●開催日：①10月13、14日② 1月31日、 2月1日

●献立：①インスタントお吸い物、カボチャの
コロッケ、大場味噌の焼きおにぎり②けんち
ん汁、昆布の佃煮、カボチャのジェラート
●開催場所：幼児教育センター
●対象：未就学児の子どもをもつ保護者　各１０組

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

7
地域ﾘｻｲｸﾙ
活動支援事
業

【重点課題せ】
食のリサイクル

廃
棄
物
減
量
推

進
課

生ごみを活用した元気野菜
づくりの体験活動を実施する
ために「ごみ減量アドバイ
ザー」を登録し、地域や学校
などの講習会に指導者とし
て派遣

自然の恵みに感謝し、自然の
仕組みを知ることにより、食へ
の関心を高めるとともに、「限り
ある資源を大切にする心」を育
む。
※また、食品ロスについても啓
発を行い、理解を深める

・幼稚園、保育
所の園児
・児童生徒
・市民

派遣回数

ごみ減量の取り組みとして、生ごみを活
用した野菜づくりの体験活動を実施す
るために「ごみ減量アドバイザー」を地域
や学校などの講演会に計6回の派遣を
行った。

15回 6回 10回 40.0%

（せ）生産から消費までの食の循環や環境を意識した食育の推進・・・事業数　９

重点課題 せ 事業一覧
資料２
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21
いきいき元
気食事づくり
教室

【重点課題せ】
いきいき元気
食事づくり教室

健
康
づ
く
り
課

いつまでも元気でいきいきと
過ごすために、食を通して健
康を維持し、介護予防につ
いての理解を深めるための
講和や実習を行う。

いつまでも元気で、活動的に暮
らすために高齢者とその家族を
支援する。
※また、食品ロスについても啓
発を行い、理解を深める

・高齢者
・家 　族

料理教室の
参加者数

48回開催し、参加者数は延べ　666人
３テーマに分け、献立を変更。
男性初心者対象を４回開催。

960人 666人 960人 69.4%

2



実施内容 目標値 実績値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 事業目的 対象者 指標式名 H28年度 H28年度 H28年度 H29年度 H28年度

重点課題 せ 事業一覧
資料２

22
介護食づくり
教室

【重点課題せ】
介護食づくり教
室

健
康
づ
く
り
課

要介護者の状態を維持しな
がら、食べる楽しみを得るた
めの介護食を習得する料理
教室の開催

介護を必要とする人の食べる
機能の段階に応じた介護食づ
くりを行い、介護に携わる人の
調理技術と食に関する知識を
向上させる。
※また、食品ロスについても啓
発を行い、理解を深める

介護に携わる方
で介護食づくり
に不慣れな方

料理教室の
参加者数

歯科衛生士・栄養士の講和による介護
に必要な情報の提供。歯科衛生士によ
る口腔ケアの実践を取り入れ実施。
普通食からひと工夫した介護食の調理
実習。

200人 205人 200人 102.5%

53

食生活改善
事業

（再掲）

【重点課題せ】
食生活改善推
進員研修会

健
康
づ
く
り
課

食生活改善推進員の研修

知識の習得・会員間の交流に
より、会員の資質向上と市民へ
の対応力の向上を図る。
※また、食品ロスについても啓
発を行い、理解を深める

・食生活改善推
進員

会員数

年間１0回、各地区でボランティア活動
を行う会員の資質向上のための研修会
を開催。
今年度は、「男性フォローアップ研修」
「3年目フォローアップ研修」を新たに行
い、地区を超えた会員の交流を図った。

290人 279人 295人 96.2%

54
食生活改善
事業

【重点課題せ】
食生活改善推
進員養成講座

健
康
づ
く
り
課

食生活改善推進員になるた
めの養成講座の開催

健康づくりの協力者を育成し、
地域住民への食育推進を図
る。
※また、食品ロスについても啓
発を行い、理解を深める

・食生活改善推
進員を目指す市
民

参加人員

8月から11月に、食に関するボランティ
ア活動を行う市民を食生活改善推進員
として養成する講座を開催。
今年度から、ポイント制を導入し、参加
しやすい環境を作った。

30人 24人 30人 80.0%
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